


が
改
革
の
狙
い
で
す
」
（
山
田
さ
ん
）
 
 
 

そ
の
起
爆
剤
と
し
て
投
入
さ
れ
る
の
が
 
 

民
間
試
験
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
の
活
用
 
 

の
方
法
は
大
学
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

国
立
大
学
の
場
合
、
国
立
大
学
協
会
 
 

の
指
針
に
は
、
民
間
試
験
の
成
績
を
①
 
 

出
願
資
格
に
使
う
、
②
大
学
入
学
共
通
 
 

テ
ス
ト
の
英
語
の
点
数
に
加
点
す
る
、
③
 
 

①
と
②
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
3
パ
タ
ー
 
 

ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
、
大
阪
 
 

大
や
九
州
大
は
民
間
試
験
の
A
2
以
上
 
 

の
成
績
を
提
出
さ
せ
る
①
と
す
る
方
針
だ
 
 

が
、
東
大
は
民
間
試
験
の
成
績
を
提
出
 
 

し
な
く
て
も
、
4
技
能
評
価
で
A
2
程
 
 

度
の
学
力
が
あ
る
こ
と
を
調
査
票
で
確
認
 
 

す
る
こ
と
で
代
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。
 
 

東
北
大
、
北
海
道
大
の
よ
う
に
2
0
年
虔
 
 

は
活
用
し
な
い
方
針
の
大
学
も
あ
る
。
 
 
 

大
学
は
民
間
試
験
活
用
に
及
び
腰
に
 
 

も
見
え
る
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
 
 

「
民
間
試
験
は
地
方
で
の
開
催
が
少
な
 
 

い
な
ど
機
会
の
公
平
性
や
、
高
額
な
受
 
 

検
科
な
ど
が
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
 
 

格
導
入
の
2
4
年
度
ま
で
に
課
題
が
解
決
 
 

す
れ
ば
、
民
間
試
験
を
使
っ
た
4
技
能
 
 

評
価
が
主
流
に
な
る
で
し
ょ
う
。
各
大
学
 
 

が
独
自
に
4
技
能
を
測
る
テ
ス
ト
を
作
成
 
 

す
る
の
は
難
し
い
で
す
か
ら
」
と
話
す
の
 
 

は
、
海
外
大
学
へ
の
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
 
 

る
「
ア
ゴ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
松
永
み
ど
り
 
 

さ
ん
だ
。
つ
ま
り
新
中
1
以
下
は
、
民
 
 

間
試
験
で
4
技
能
を
測
る
こ
と
が
前
提
 
 

と
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。
 
 
 

で
は
民
間
試
験
で
は
ど
の
程
度
の
ス
コ
 
 

民間試験の受検料は数千円から2万円台までと幅広い  大  
■ 尊   

ア
を
目
指
せ
ば
い
い
の
か
。
A
2
程
度
 
 

で
十
分
な
の
か
。
各
大
学
は
活
用
法
や
 
 

配
点
を
検
討
中
だ
が
、
す
で
に
行
わ
れ
で
 
 

い
る
民
間
試
験
を
導
入
し
た
入
試
を
目
 
 

安
に
L
よ
う
。
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
 
 

学
部
で
は
加
点
方
式
で
、
英
語
の
試
験
 
 

8
5
点
に
名
1
程
度
な
ら
5
点
、
B
2
程
 
 

度
な
ら
1
0
点
、
C
l
程
度
な
ら
1
5
点
加
 
 

点
さ
れ
る
。
千
葉
大
学
国
際
教
養
学
部
 
 

で
は
B
2
程
度
以
上
で
個
別
試
験
の
外
 
 

国
語
が
満
点
に
（
い
ず
れ
も
1
8
年
庶
人
試
 
 

の
場
合
）
。
維
関
大
学
の
場
合
、
高
ス
コ
 
 

ア
が
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。
 
 

大
学
で
官
学
を
 
 

し
た
い
な
ら
…
…
 
 
 

紆
象
と
な
る
民
間
試
験
は
七
つ
 
（
1
8
 
 

ペ
ー
ジ
表
）
。
簡
単
な
試
験
を
受
け
た
ほ
 
 

ぅ
が
高
得
点
を
狙
え
て
有
利
に
思
え
る
が
、
 
 

「
ス
コ
ア
は
C
E
下
二
K
に
置
き
換
え
て
活
 
 

用
さ
れ
る
の
で
ど
れ
が
有
利
と
い
う
こ
と
 
 

に
は
な
ら
な
い
」
 
（
山
田
さ
ん
）
 
そ
う
だ
。
 
 

現
状
で
は
、
年
間
っ
J
′
ト
0
万
人
が
受
検
 
 

す
る
英
検
薫
か
全
高
校
の
3
分
の
l
以
上
 
 

が
す
で
に
導
入
し
て
い
る
G
T
E
C
を
 
 

選
ぶ
受
験
生
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
。
 
 

l
方
、
松
永
さ
ん
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
進
路
 
 

を
考
え
る
子
に
は
海
外
で
も
通
用
す
る
試
 
 

験
を
お
す
す
め
す
る
。
 
 

「
大
学
進
学
後
に
留
学
を
考
え
て
い
る
 
 

な
ら
、
T
O
E
F
L
か
I
E
L
T
S
が
 
 

い
い
で
し
ょ
う
。
T
O
F
〓
r
L
は
世
界
 
 

の
大
学
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
 
 

リ
ス
の
大
学
を
中
心
に
使
わ
れ
て
い
る
の
 
 

「
馳
「
 
 

英語の国際標準規格C【FR（セファール）と民間試験の対照  

F  難関大盤が求め丁い鳥篭話力一覧  

TOEF：LiErT71＆以上、英検準1級以上（E）2程度： TDEFLiBT80点以上、英検攣1畿以上（B2触）  

▲‥でセンタ‾試験の英語を満点に換㌻ ■ などで佃鵬験の外国語を満点に  

▲ ▲  噸嘩  
昧拳㈱滴  

湖紬軋触轍縦軸に  
諸宗認諾芸濃雷1霊芸  

TD【FL‖汀42点以上、英検2級以上（Bl程度  

などで点数5点を加点、TO【FL柑T95点以上  

英検1級以上（Cl程度）などで点数15  
など（そのはか英語■■のテストを受一⊥■＼  

が
I
E
L
T
S
。
難
関
大
学
の
変
凍
留
 
 

学
で
ほ
、
出
願
条
件
に
使
わ
れ
る
軍
事
こ
 
 

れ
ら
の
試
股
の
場
合
が
多
く
、
大
学
受
 
 

験
の
勉
強
が
留
学
に
も
償
え
ま
す
（
た
だ
 
 

L
之
年
以
内
な
ど
有
効
期
厳
に
注
意
）
」
 
 
 

近
年
、
大
学
在
学
中
に
留
学
ず
る
学
 
 

生
は
増
加
L
で
い
亀
千
葉
大
は
罰
年
 
 

匿
以
降
に
入
学
す
る
全
学
生
に
義
挙
申
 
 

の
簿
外
留
学
を
必
修
化
す
革
と
発
表
閣
 
 

こ
の
よ
う
な
大
学
側
の
留
学
推
進
の
動
 
 

き
も
今
後
敢
ま
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

民
間
試
験
の
対
策
を
す
る
の
は
早
め
が
 
 

い
い
と
松
永
さ
ん
は
着
き
。
 
 

「
蒔
3
で
受
け
た
良
問
試
験
め
衝
来
診
 
 

入
試
で
健
ラ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 
 

高
2
の
段
階
で
大
学
出
願
で
き
る
ス
コ
ア
 
 

が
取
れ
て
い
苺
ぬ
が
い
い
で
し
ょ
う
。
高
 
 

3
で
具
体
翰
な
進
路
を
簸
め
た
ら
、
英
 
 

語
以
外
の
科
目
に
時
間
が
使
え
ま
す
」
 
 
 

小
学
生
の
場
合
へ
英
語
4
技
能
へ
の
 
 

準
備
は
ど
う
し
た
ら
い
い
鱒
だ
各
う
。
 
 

「
林
学
生
野
タ
ち
は
、
英
藷
を
勉
強
と
 
 

思
わ
ず
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え
で
ほ
し
い
」
 
 

と
香
う
の
ほ
催
産
省
の
浅
野
さ
ん
だ
8
 
 

「
好
き
な
こ
と
に
絡
め
る
と
、
英
語
を
楽
 
 

し
く
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
愚
昧
が
あ
る
 
 

こ
と
や
得
意
巻
こ
と
を
某
帝
で
紹
介
す
各
 
 

様
会
が
あ
る
と
い
い
で
す
し
、
海
外
流
行
 
 

に
行
っ
で
英
語
℡
会
藩
す
る
の
も
い
い
で
 
 

し
ょ
ぅ
。
ア
ウ
ト
ブ
タ
ト
の
機
会
を
得
る
 
 

こ
と
督
嚢
漂
の
必
要
性
を
感
じ
て
、
『
亀
つ
 
 

と
話
せ
る
よ
ぅ
に
な
タ
た
い
』
と
思
う
経
 
 

験
を
小
学
襲
撃
フ
ち
に
つ
く
っ
て
や
れ
る
 
 

と
い
い
で
す
ぬ
」
 
 

「
入
試
改
革
の
中
で
、
最
も
イ
ン
パ
ク
 
 

ト
が
大
き
い
」
と
陰
山
さ
ん
が
言
う
の
は
 
 

英
語
の
改
革
だ
。
「
読
む
」
「
開
く
」
「
書
く
」
 
 

「
話
す
」
の
4
技
能
を
測
る
た
め
民
間
試
 
 

験
が
導
入
さ
れ
る
。
現
状
で
は
高
3
の
 
 

4
～
1
2
月
に
受
け
た
結
果
（
最
大
2
回
）
 
 

を
入
試
に
活
用
し
で
い
く
方
針
だ
。
た
 
 

だ
し
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
一
気
に
は
導
 
 

入
せ
ず
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
3
年
度
 
 

ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
読
む
」
「
聞
く
」
 
 

の
2
技
能
の
試
験
を
大
学
入
学
共
通
テ
 
 

ス
ト
で
並
行
し
て
実
施
す
る
。
 
 
 

入
試
に
民
間
試
験
を
活
用
す
る
理
由
 
 

を
文
科
省
の
山
田
さ
ん
は
説
明
す
る
。
 
 

「
外
国
語
を
学
ん
で
い
く
た
め
に
は
4
技
 
 

能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
 
 

重
要
で
す
。
た
だ
、
大
学
入
試
が
こ
れ
 
 

ま
で
ユ
技
能
が
中
心
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
 
 

で
、
『
書
く
』
 
『
話
す
』
の
教
育
が
手
薄
に
 
 

な
っ
で
い
ま
し
た
」
 
 
 

文
科
省
が
高
校
卒
業
ま
で
の
昌
標
に
 
 

し
て
い
る
の
は
、
語
学
の
熟
達
度
を
測
る
 
 

セ
一
ノ
7
－
ル
 
 

国
際
的
な
指
標
で
あ
る
「
C
E
－
二
R
」
 
 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠
）
 
の
 
 

A
之
レ
ベ
ル
以
上
（
た
と
え
ば
英
検
で
は
 
 

準
2
級
程
度
、
囲
）
。
A
l
か
ら
C
2
 
 

ま
で
の
6
段
階
評
価
の
中
で
A
2
は
基
 
 

礎
レ
ベ
ル
に
あ
た
る
。
高
い
目
標
で
は
な
 
 

い
が
、
「
書
く
」
「
話
す
」
が
こ
の
レ
ベ
ル
 
 

に
達
し
た
高
3
生
は
全
体
の
わ
ず
か
1
、
 
 

2
謝
程
度
し
か
い
な
い
。
「
読
む
」
「
聞
く
」
 
 

の
レ
ベ
ル
も
A
2
以
上
は
少
な
く
、
全
 
 

体
の
約
3
割
だ
（
1
7
年
文
科
省
調
査
）
。
 
 

「
捻
合
駒
な
英
語
力
ア
ッ
プ
を
は
か
る
の
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あ
な
た
の
教
育
観
は
 
 

親
の
意
識
を
調
査
 
 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
か
？
 
 
 

ま
と
め
入
試
改
革
に
備
え
て
親
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
 
 

質問 お父さん、お母さん何個あてはまりますか？   

口承族でニュースを話題にすることばあまりない  

□「00博士」と言われるのは変わりもののようで嫌だ  

□子供の身の回りの世話をついつい煉いている  

□放課後は習い事やお稽古事など予定を詰め込んでいる  

□家のルールや週末の過ごし方は親が決めている  G凍ルギーを持った人問は強いゐ  

そのエネルギー源は  
心轟きぶられる体験をいかにした短  □成績はオール5をとらせたい  

□高校や大学選びはまず偏差値から入る  

□勉強で最も大事なのは暗記力だ  

□子供の将来を考えると心配な気持ちになる  

′
 
 

騎を学んできで、これから  
何暫し率いのか。   
学びの憾り返9”は垂塾  

巧二作でもプログラミングでも。   
ゼロからモノを作る体験を  
子供時代にぜむ  

騒が“主体性・・を封じちゃっている  

可能性もあります匂  

ヰ倒以下なら「新時代の教育観」に対応できてL威す。  

■‘5佃以上なら，党く対応できでいません。  

もう→皮、記事を読みなおL軋粛   

療
薬
味
に
督
ぬ
噂
で
、
邑
智
の
音
数
 
 

膏
姦
廃
が
〉
う
法
号
帝
用
ず
温
の
豊
丁
ぞ
 
 

．
、
h
．
・
二
 
 
 

速
水
甚
庵
曝
う
主
体
鞄
に
学
ぷ
帝
度
 
 

雄
一
ン
朝
一
汐
で
育
匂
義
の
哲
は
な
い
こ
と
 
 

恕
知
り
で
ぉ
い
で
嘩
L
い
と
看
篭
 
 

「
終
日
碍
醤
ご
し
方
の
尊
重
常
¢
こ
 
 

を
で
萄
、
適
格
選
び
巧
碁
訝
な
大
き
な
護
 

誓
っ
て
も
鵡
親
が
子
供
に
ク
や
望
で
 
 

塾
げ
遵
感
温
い
う
め
で
は
豊
橋
慢
ぽ
身
に
 
 

つ
軒
な
い
で
し
戎
曳
軋
主
体
性
超
轟
い
換
 
 

え
醗
ば
『
何
軒
轡
L
、
た
い
』
を
い
う
気
蒋
萄
 
 

守
ず
b
逢
絆
常
温
勉
肇
で
義
『
好
 
 

か
を
L
患
い
】
皇
ぎ
い
貯
L
た
ら
、
む
ば
 
 

に
せ
ず
、
曾
き
も
賢
慮
し
で
や
る
と
 
 

い
い
で
ず
ぬ
穏
を
七
て
≠
子
供
楼
蔑
外
と
 
 

鼻
沿
気
潜
も
に
気
が
つ
か
な
い
亀
蘭
哲
 
 

篭
嘉
見
聾
し
と
が
好
尊
皇
『
何
督
し
 
 

学
力
警
尽
し
っ
か
変
つ
隠
れ
ぼ
盈
先
 
 

職
が
観
掛
楷
の
大
挙
愛
敬
p
 
L
か
し
‘
 
 

今
野
子
供
た
啓
戯
贋
犠
学
弟
に
知
 
 

慮
て
、
4
媛
浄
の
東
憩
カ
、
主
体
性
Ⅴ
 
 

準
を
に
プ
．
ロ
グ
一
ア
ミ
㌢
ダ
撃
殴
l
†
熟
 
 

キ
ル
ま
で
衷
隠
ち
風
∵
付
魯
対
で
は
 

鮮
麗
や
官
軍
づ
寧
号
音
怠
慢
 
 
 

啓
ま
ぎ
議
案
が
凄
め
ら
督
淑
ら
も
 
 

め
学
姐
響
ブ
ち
か
ら
あ
酌
も
こ
酌
も
や
を
 
 

憲
き
ゃ
真
澄
つ
∵
で
し
凄
つ
か
竃
L
れ
な
 
 

い
が
、
牽
動
感
鼠
算
鼓
陰
山
審
ん
緒
 
 

言
う
。
 
 

「
今
こ
を
凝
議
L
で
†
好
き
宮
山
塞
に
後
 
 

弱
で
謡
偽
称
瀾
を
韓
た
ぜ
風
琴
認
で
す
個
 
 

慶
が
薬
味
町
屋
警
も
左
に
挙
る
懐
 
 

瞥
十
分
浄
⊥
瑠
東
予
陽
こ
暑
が
、
最
終
 
 

的
に
成
功
や
等
啓
恕
辛
に
呆
れ
冬
世
¢
単
 
 

に
な
甥
で
や
－
寒
風
隼
変
ず
せ
庭
〔
子
鹿
 
 

く
憂
思
高
挽
あ
単
称
点
替
邑
藩
政
皆
瓦
 
 

尊
ケ
と
・
に
認
晶
が
農
場
ぬ
藤
、
息
は
将
 
 

督
蜃
こ
を
春
L
た
い
喝
か
、
キ
ャ
習
 
 

㌢
紗
濠
温
で
お
く
支
い
い
管
し
ょ
う
」
 
 
 

騰
落
督
め
線
診
察
海
鳥
阿
愚
見
好
 
 

「
野
草
誓
言
に
儲
頭
ず
る
腰
間
澄
申
で
 
 

膚
∵
諜
靂
蘭
登
息
と
併
飯
が
散
歩
適
し
 
 

紆
籾
れ
草
て
を
鵜
野
茸
伴
性
に
ご
つ
な
が
 
 

繭
穆
払
藤
寸
陰
赴
そ
 
書
芸
芸
重
富
 
 

一J  
掩鱒  
師蒜蒜蒜漕  ア蜘i  だ

い
P
・
』
を
照
昧
単
官
横
蟄
削
ぎ
出
す
閥
 
 

㌢
か
け
訝
L
ぞ
畢
斎
ぺ
い
∴
い
管
し
碧
ヱ
 
 
 

大
藩
蔑
改
革
樽
誓
っ
た
ば
か
鼻
が
、
 
 

、
最
¢
子
ほ
・
を
膿
感
暫
学
科
か
∵
厳
 
 

妾
啓
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＆
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潮
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」
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∵
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懸
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應
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廿
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∵
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史
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潜
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澄
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⑬
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療
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